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強制通風・ヒータユニット

■テクニカルデータ

■通風・ヒータ機能について

強制通風・ヒータユニットＶＵＰ１２はセンサの動作温度を一定にすること

で太陽放射の測定精度を向上させることができます。当ユニットの強制

通風により、センサ本体に対してガラスドームが冷えることで起こるタイプ 

”Ａ”ゼロオフセット（日射計や夜間放射計に付随）を軽減させます。

通風およびヒータ機能を使用することで、日射計のガラスドームに結露や

着霜が発生するのを防ぐことができ、これによって、より一層正確な測定

結果を得ることができます。

当ユニットには、ガラスドーム上の積雪や氷結を防ぐための同じ電力の

独立した２つのヒータ回路が備わっており、このヒータ回路はそれぞれ

別々に作動させることができるので、取付け現場の環境に合わせて適切

なヒータ機能を使用することができます。

ＶＵＰ１２はセンセカ・イタリア社製日射計ＬＰＳ０２およびＬＰＳ１０シリーズに

使用でき、ＩＳＯ/ＴＲ９９０１、ＩＥＣ６１７２４-１、ＢＳＲＮ運用規定”ＢＳＲＮ Ｏｐｅｒａ

ｔｉｏｎｓ Ｍａｎｕａｌ”を含む産業規格に準じた太陽放射測定を行うことがで

きます。

日射計の温度を一定に保ち、ほこりなどがガラスドームに溜まらないよう

にするため、基本的に通風機能は常時作動しています。

一方、ヒータ回路を作動させる必要性については周辺温度により異なりま

す。気候が特別過酷でない場合であれば、２つのヒータ回路のうち１つの

みを作動させることができます。気候がさらに過酷であれば両方の回路

を作動させることも可能です。

以下はヒータの作動が推奨されるタイミングを示しています。

▼日射計、夜間放射計用強制通風＋ヒータユニット

▼過酷な気象条件下での精度維持・向上に役立ちます

▼動作温度-４０～＋７０℃、０～１００％ＲＨ

▼供給電圧ＤＣ１２Ｖ、通風ファン消費電力１.６Ｗ、ヒータ２回路各６Ｗ

■外形寸法

■ご注文コード

ＶＵＰ１２ 強制通風・ヒータユニット、動作温度-４０～＋７０℃、 
供給電源ＤＣ１２Ｖ、 
必要電力（通風ファン：１.６Ｗ、ヒータ２回路：各６Ｗ）

ＣＰＭ１２-８.□□ ８極Ｍ１２コネクタ付片側裸線ケーブル、 
ケーブル長さ５ｍ、１０ｍ、２５ｍまたは５０ｍ

供給電源
通風ファン：ＤＣ１２Ｖ±１０％（１.６Ｗ）
ヒータ：ＤＣ１２Ｖ±１０％（ヒータ１：６Ｗ、ヒータ２：６Ｗ）

動作環境 -４０～＋７０℃/０～１００％ＲＨ/最大高度３０００ｍ

接続 ８極Ｍ１２コネクタ

保護等級 ＩＰ５４/ＩＰ６７（内部電気接続）

重量 約０.６ｋｇ

ヒータ使用時の空気
の温度上昇

通風ファン＋２つのヒータ回路使用時：約２.２℃まで
通風ファン＋１つのヒータ回路使用時：約１.１℃まで

ただし、ヒータを作動させるべき正確な温度はその他の気候要因によっ

ても変動します。例えば、ガラスドームに結露が発生する確率は、気候が

乾燥しているのか多湿なのかで影響されます。そのため、正確な作動温

度は設置場所に応じて判断する必要があります。

ヒータ回路の電源をｏｎ/ｏｆｆにするとき、継続的な温度変化により、日射計

の測定値は１～３Ｗ/ｍ２程度変化する場合があります。新しい動作環境

で日射計の測定が安定するには約２０分かかります。この間、日射計は正

常に動作しますが、表示された測定誤差を考慮する必要があります。

通風ファン ヒータ１ ヒータ２ 温度範囲

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＜０℃

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ -５～＋２５℃

ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＞２０℃

強制通風・ヒータユニット VUP12
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